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■ 内容

１．使用方法

１-１ 使用前チェック

１-２ 検知管の取扱と注意点

１-３ 測定方法

２．検知管の製品仕様のご紹介

①シアン化水素

②リン化水素

③臭化メチル

④ヨウ化メチル



使用方法



使用前チェック



使用前のチェック項目（検知管）

① 検知管の選定

測定対象物の検知管を選定。

測定対象物以外は測定する

ことができない。

■ 使用前チェック



使用前のチェック項目（検知管）

② 測定濃度の確認

測定範囲を確認する。

使用する検知管を間違えると

測定できない。

■ 使用前チェック



■ 使用前チェック

使用前のチェック項目（検知管）

③ 有効期限の確認

有効期限を過ぎた検知管を使用した場合、

性能を満足できない。

使用不可



■ 使用前チェック

使用前のチェック項目

１） 未使用の検知管

※測定していない検知管でも、両端を

カットしたものは使用できない。

２） ヒビが無いこと。



■ 使用前チェック

使用前のチェック項目（ガス採取器）

～各部の名称～



■ 使用前チェック

使用前のチェック項目（ガス採取器）

①ハンドルを引く

②ガス採取器内が減圧状態になる

③検知管にガスが通気される



■ 使用前チェック

使用前のチェック項目（ガス採取器）

接続部分のゆるみ

取付口ゴムの摩耗 内部のグリス切れ

空気漏れにより正しい測定結果が得られない



■ 使用前チェック

使用前のチェック項目（ガス採取器）

容量１００ｍＬ

通気量１００ｍＬ

検知管を通過するガス量が半分となってしまう

内部のグリス切れで５０ｍＬが漏れる

通気量５０ｍＬ

指示が低くなる



■ 使用前チェック

使用前のチェック項目（ガス採取器）

②ハンドルを引く

③ガス採取器内が真空状態になる

①未使用の検知管で栓をする

真空状態で空気の漏れを確認



■ 使用前チェック

ガス採取器の

リークチェック実演



■ 使用前チェック

使用前のチェック項目（ガス採取器）

①未使用の検知管を取付口に差し込む。

※未使用の検知管であるか確認する

※検知管の接続はどちら側でも良い



■ 使用前チェック

使用前のチェック項目（ガス採取器）

②ハンドルを完全に押し込み、ガイドマークを

合わせる。



■ 使用前チェック

使用前のチェック項目（ガス採取器）

③ハンドルを引いて１分放置する。

※ハンドルに指をかける（図参照）



■ 使用前チェック

使用前のチェック項目（ガス採取器）

④ロックを解除し、ハンドルが元の位置に戻ることを

確認する。
※ハンドルに指をかけて、９０度左右に回す

※真空状態のため急激な戻りに注意

※ハンドルは押し込まない



■ 使用前チェック

使用前のチェック項目（ガス採取器）

■ハンドルが元に位置に戻る → 合格

■ハンドルが元の位置に戻らない → 不合格

～漏れ検査結果～

確認ポイント

合格 不合格合格 不合格合格合格 不合格合格



■ 使用前チェック

ガス採取器のメンテナンス



■ 使用前チェック

使用前のチェック項目（ガス採取器）

①ボトムケースを回しシリンダを取り出す。

ボトムケース

～メンテナンス～



■ 使用前チェック

使用前のチェック項目（ガス採取器）

②ヘッドのグリスを拭き取る。

～メンテナンス～

グリス拭き取り
部分



■ 使用前チェック

使用前のチェック項目（ガス採取器）

③ヘッドに専用グリスを薄く塗り、元に戻す。

薄く塗る

～メンテナンス～



■ 使用前チェック

使用前のチェック項目（ガス採取器）

④ゴム管にひび・きれつがあるときは、交換する。

メンテナンス後も、漏れ検査を行うこと。

新品

～メンテナンス～



検知管の取扱と注意点



■ 検知管の取扱と注意点

①検知管の保存

■冷暗所保存→０～２５℃の暗所

■冷蔵庫保存→０～１０℃の冷蔵庫

※冷暗所保存の検知管は

冷蔵庫保存が可能。

※冷蔵庫保存の検知管は、

使用環境下の温度に

馴染ませてから使用する。



■ 検知管の取扱と注意点

②測定範囲

指定されている測定範囲以外の濃度は、測定

できない。

検知管によっては、吸引量を変えることで印刷

目盛りより広い範囲で測定ができる。



■ 検知管の取扱と注意点

③測定時間

測定終了の目安の時間。

インジケーターで確認可能。

測定中 測定終了

見える見えない



■ 検知管の取扱と注意点

④色の変化

検知管によって変化する色が異なる。

検知管の原色も種類によっても異なる。



■ 検知管の取扱と注意点

⑤検知限度

検知管が変色する目安の最低濃度。

正確ではない。

※検知管が測定できる濃度はあくまでも

測定範囲内のみ

＜二酸化炭素１２６ＳＦ＞

・５ｐｐｍ(100mL)

検知
限度



■ 検知管の取扱と注意点

⑥使用温度範囲

検知管が使用できる温度範囲。

検知管によって温度範囲が異なる。

概ね「０～４０℃」である。

指定範囲外の温度測定した場合、正しく測定

できない。



■ 検知管の取扱いと注意点

⑦湿度の影響

概ね「０～４０℃」の温度内で湿度の影響は

受けない。

但し、検知管によっては湿度の影響が有り、

補正を必要とするものもある。



測定方法



■ 測定方法

測定方法

①検知管の両端をチップカッタでカットする。

※根元を持って、検知管を２～３回廻す

※上を手前方に倒して両端をカットする



■ 測定方法

測定方法

②矢印を採取器に向けて取り付ける。

※検知管の矢印の先端をガス採取器方向に

向けて接続する

※差し込みは常識的な力で良い



■ 測定方法

測定方法

③ハンドルを押し込んでシャフトとボトムケースの

ガイドマークを合わせる。



■ 測定方法

測定方法

④ハンドルを引いてロックする。

※ハンドルに指をかける



■ 測定方法

測定方法

⑤測定時間放置し試料を吸引する。

複数回の吸引は③から⑤を繰り返す。

※インジケーターで測定終了を確認する



■ 測定方法

測定方法

⑥検知管と取り外し、変色層の先端で濃度を

読み取ります。



測定方法

⑦必要に応じて温度補正を行う。

HPのTOP画面をクリック

■ 測定方法

検知管型式

温度

読取値

補正値



検知管の製品仕様



■ 検知管の製品仕様のご紹介

①品名：シアン化水素、型式：112SA(高濃度用）

：112SC（低濃度用)

②品名：リン化水素、 型式：121SS(高濃度用）

：121U（低濃度用)

③品名：臭化メチル、 型式：157SH(高濃度用）

：157SD（低濃度用)

④品名：ヨウ化メチル、 型式：176UH(高濃度用)

：176SC（低濃度用)



■ シアン化水素、112SA型（高濃度用）

3%(30000ppm)まで測定可能



■ シアン化水素、112SC型（低濃度用）

3ppmが測定可能：特化則第38条の14および植物検疫くん蒸における
危害防止対策要綱での基準値



■ リン化水素、121SS型（高濃度用）

吸引回数を半分にして6000ppmまで測定可能



■ リン化水素、121U型（低濃度用）

0.3ppmが測定可能：植物検疫くん蒸における危害防止対策要綱での基準値

0.15ppmが測定可能：労働安全衛生規則第577条の2の第2項での基準値
0.05ppm未満は測定不可：労働安全衛生規則第577条の2の第2項での基準値
※0.15ppmは短時間濃度基準値、0.05ppmは八時間濃度基準値
(厚生労働大臣が定める濃度の基準：令和6年4月1日適用予定)



■ 臭化メチル、157SH型（高濃度用）

60g/m3(約15000ppm)まで測定可能



■ 臭化メチル、157SD型（低濃度用）

1ppmが測定可能：特化則第38条の14および植物検疫くん蒸における
危害防止対策要綱での基準値



■ ヨウ化メチル、176UH型（高濃度用）

15000ppmまで測定可能



■ ヨウ化メチル、176SC型（低濃度用）

2ppmが測定可能：植物検疫くん蒸における危害防止対策要綱での基準値



光明理化学工業株式会社
本社営業部

TEL 044-833-8900

FAX 044-833-2671

HP http://www.komyokk.co.jp/

QA qa@komyokk.co.jp

お問い合わせ先

http://www.komyokk.co.jp/
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